
第４８回市民俳句大会

西尾市長賞 神旅にあり狛犬の牙欠くる 加古宗也
西尾市議会議長賞 過ぎし日を踏みしめるごと落葉踏む 三浦眞樹
西尾教育委員会賞 西尾藩在りし名残りや花八ツ手 原田熙恵
西尾文化協会会長賞 冬鳥や園舎よりもるピアノ音 米津季恵野
和田賞 冬ざれや狛犬の阿に白銅貨 蓮沼たけし
和田賞 冬雲の重き天守や鳥語降る 吉見ひで
三河新報社賞 鯱瓦高々城址の冬構 乙部妙子
愛三時報社賞 冬紅葉一つ灯のやうに美し 長坂尚子
佳作 冬禽の声吸ひこまる橡大樹 小野田みよ子
佳作 濠の鴨矢狭間恐れず燥ぎあふ 齋藤朗笛
佳作 冬館足軽具足にある軽さ 名倉美枝子
佳作 一刀彫彫師と出会ふ枯葎 岡田つばな
佳作 薄日さす濠に委ねる夫婦鴨 神取和沙
佳作 去りがたき近衛の庭の冬紅葉 濱嶋君江
佳作 棒一本もて砂紋を正す冬紅葉 酒井英子
佳作 くるりんバス待ってゐる間の日向ぼこ 近藤くるみ
佳作 楓紅葉裏も表も赤く燃ゆ 加藤千代美
佳作 冬紅葉茶庭清しき朝の露地 三浦貞葉


